
 

【管理運営状況公表様式】 

平成２０年度 白神山地ビジターセンターの管理運営状況 

 

県所管課 環境生活部自然保護課 

指定管理者 青森県森林組合連合会 

 代表理事会長 本間 家大 

指定期間 平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 

 

１ 管理業務の実施状況 

業務区分 概   要 

自然体験事業 ・自然観察会の実施 

文化継承事業 ・ネイチャースクール、ネイチャークラフト、特別展の実施 

情報発信・交流事業 ・センターだよりの発行、ホームページ等による情報提供 

・観光展、自然環境等のイベント等を活用したビジターセンターのＰＲ 

 の実施 

施設案内資料等の作成 ・施設案内リーフレット、展示ホールガイド、白神山地ガイドマップの

作成 

 

２ 管理施設の利用状況 

利用指標 年 度 計 画 実 績 計画対比 前年度対比 

入館者数 

Ｈ１７  ６６，１６３  

Ｈ１８ ７０，０００ ５３，１０１ ７５．９％ ８０．３％ 

Ｈ１９ ７０，０００ ５９，６２３ ８５．２％ １１２．３％ 

Ｈ２０ ７０，０００ ５７，７８０ ８２．５％ ９６．９％ 

Ｈ２１ ７０，０００    

映像体験ホール 

入場者数 

Ｈ１７   実績なし 

Ｈ１８ ２８，４３５ ２６，５０６ ９３．２％  

Ｈ１９ ２８，４３５ ２４，５５９ ８６．４％ ９２．７％ 

Ｈ２０ ２８，４３５ ２３，５９９ ８３．０％ ９６．１％ 

Ｈ２１ ２８，４３５    

【増減理由】 

 入館者数が平成１７年度の６６，１６３人と比較して平成１８～２０年度が６０，０００人以下

になっているのは、平成１７年７月に北海道知床が、また、平成１９年７月に島根県石見銀山が世

界遺産に登録されたこと、センター開館から１０年経過し、県内の来館者が一巡したと思われるこ

と及び平成２０年７～８月に雨の日が多く、暗門の滝歩道の閉鎖期間が長かったことなどが考えら

れます。 

  

 



３ 評価結果 

評価項目 指定管理

者自己評

価 

県所管課 

評価 コメント 

①サービスの維持・向上に

向けた取組みが適切に行

われているか。 

Ａ Ａ ・トップシーズン（７月～１０月）の開館時間

の延長や団体客からの要請による時間外会

館など、サービスの向上に努めている。 

・利用状況アンケートを集計したところ、大変

満足、やや満足を合わせると約８０％となっ

ており、特に施設の清潔さについては約 

８０％が大変満足となっている。 

②利用促進に向けた取組み

が適切に行われているか。 

 

Ａ Ａ ・自主事業「ふれあいデー」の開催による利

用者促進や運営懇談会開催による地域交

流・連携を図っている。 

③施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕が適切に

行われているか。 

Ａ Ａ ・正面自動ドア、空調機器、屋根等の修繕を計

画的に行っている。 

④緊急時の対応・安全管理

などの危機管理が適切に

行われているか。 

Ａ Ａ ・安全管理者を選任し、事故及び災害発生の予

防及び防止に努めている。 

・緊急マニュアルを作成している。 

⑤指定管理料が適正に執行

されているか。 

Ａ Ａ ・再委託業務の委託料縮減、節電等により経

費の節減に努めている。 

⑥成果目標達成のための努

力が行われ、成果が上がっ

ているか 

Ｂ Ｂ ・県外客の集客を図るため、教育機関、旅行会

社等に働きかけ、修学旅行生及びさいたま信

用金庫のツアーを確保している。 

⑦個人情報の保護に対する

体制の構築・取組みを行

っているか 

Ａ Ａ ・森林組合連合会個人情報保護規程を遵守し、

個人情報の保護に努めている。 

総合評価 Ａ Ａ ・入館者数は目標に届かなかったものの、開館

時間の延長、自主事業「ふれあいデー」の開

催、委託料縮減などに努めており、成果が認

められることから、優れた実績を上げている

と評価できる。 

 

○評価基準 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を要する 

Ｄ（不可）：改善や更なる取組が必要 


